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このメールマガジンは、スポーツ振興くじ（toto）助成金を受けて配信しています。

スポーツ振興くじ(toto)助成金についてはこちらから
（日本スポーツ振興センター HP）　http://www.jpnsport.go.jp/

このメールは本会HPより登録された方々へ配信させていただいております。
配信停止設定は、メール後方のご案内をご確認ください。

現在の登録件数：4,949件

スポーツ振興くじ助成事業

クリック



<NEW!> SCステーションに新Q&Aを5項目追加!!
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日本体育協会のHP上にある「SCステーション」では、総合型クラブの設立、運営に関する疑問や不安に対して、
Q&A形式で分かりやすく回答を紹介しています。

今回、新たに5つのQ&Aを追加しました！

（2.組織と運営）
▶ Q34　スポーツ推進委員とクラブはどのように関われば良いですか。

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=549&AFMID=531

▶ Q35　NPO法人と一般社団法人では、どちらを選べば良いですか。
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=550&AFMID=531

▶ Q36　認定NPO法人になるにはどうしたら良いですか。
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=551&AFMID=531

▶ Q37-1　特定の人に負担が偏らないようにするためにはどうしたら良いですか。（1）
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=552&AFMID=531

▶ Q37-2　特定の人に負担が偏らないようにするためにはどうしたら良いですか。（2）
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/119/Default.aspx?QuestionID=553&AFMID=531

※「SCステーション」について
▶ Q&Aをキーワード検索する場合はこちらから（ページ中段）

http://www.japan-sports.or.jp/sc/tabid/67/Default.aspx

▶ クラブ活動でのシーン別Q&Aはこちらから
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/341/Default.aspx

あくしゅ、あいさつ、ありがとう  「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーン

https://www.facebook.com/JASA.fairplay公式Facebook：
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/fair/

2020年オリンピック・パラリンピックを日本で！
ご協力をよろしくお願いします！

(東京2020オリンピック・パラリンピック招致委員会HP)
http://tokyo2020.jp/jp/index.php



概要1

活動内容2
（1）連絡協議会と研修会

○連絡協議会：クラブ運営に関する情報提供の場となっています。
・広域スポーツセンターの事業報告
・創設準備中クラブの活動状況報告
・SC全国ネットワーク(総合型地域スポーツクラブ全国協議会)の活動
状況報告など

○研修会：
・対象者・・・・・・・クラブ代表者、クラブマネジャー、事務局員
・テーマ・・・・・・・NPO法人格や各種助成金の申請方法に関する情報提供などクラブ経営に関する内容が中心
・開催回数・・・・・年3回　※連絡協議会後に開催

【直近3年間の研修会テーマ】

■年会費
■事　業

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・

1クラブあたり5,000円
①年間3回の連絡協議会と研修会の開催（毎年6・10・2月）
②4種目のスポーツ交流大会の開催
③文化活動発表会「藹美祭」の開催
④クラブセミナーの開催

■加盟クラブ数
■設立経緯

・・・・・・
・・・・・・・・・

49クラブ(県内53クラブ)　※平成25年度
平成14年7月に県内8クラブの代表者が集まり情報交換を行ったことに始まり、平成
19年度に設立(加盟42クラブ)

滋賀県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
～クラブの連携と成長が滋賀のスポーツ文化を支える～

〈連載〉 SC 全国ネットワーク 「都道府県連絡協議会」 活動報告VOL.14

年度 6月 10月 2月

H23年度 未実施

（未定）

スポーツの持つ力H24年度

H25年度

テーマ別グループワークと
情報交換会

新しい公共の担い手としての
クラブの役割

県スポーツ推進計画について 助成金の情報収集と
申請について

スポーツ基本法制定と
総合型クラブの関わり

NPO法人のメリット、
デメリット

（2）スポーツ交流大会

　平成17年度より4種目の競技大会を開催しています。平成
23年度までは、全種目を同一会場で開催していましたが、全種
目を同時開催できる場所を確保できなくなったため、現在は種目
毎に大会を開催し、それぞれの開催地のクラブが主管クラブとし
て運営しています。



今後の展望3
　平成25年度より県健康福祉部障害課の主管事業に実行委員として参加し、また滋賀国体開催準備委員会メンバー
にも参加するなど組織間の横の繋がりを広げています。本県連絡協議会は「クラブの自立を目指し、行政との協働
をすすめ活性化を図る」をテーマに今後も活動をおこなっていきます。
　県内クラブが連携を図り、互いが助け合い共に成長することが滋賀のスポーツ文化を支えることになります。ク
ラブにとって連絡協議会は様々な情報を得る場であり、その情報をいかにクラブで活かすことができるかを議論でき
る場であり続けたいと考えています。

連絡先4
滋賀県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
〒520-0037　滋賀県大津市御陵町4-1　県立スポーツ会館2階
TEL：077-511-3132　FAX：077-521-8484
E-mail：
HP：

kouiki@bsn.or.jp
http://www.bsn.or.jp

【H25年度実施種目】
6月に卓球大会（主管：さざなみスポーツクラブ[野洲市]）
7月にビーチバレーボール大会（主管：コミスポようかいち[東近江市]）
9月にグラウンドゴルフ大会（主管：能登川総合スポーツクラブ[東近江市]）
10月にソフトバレーボール大会（主管：甲賀市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会）

(3)文化活動発表会「藹美祭」

　県内クラブが行っているキッズダンス、フラダンス、よさこい
などの発表の場として「藹美祭」を開催しています。クラブにおけ
る文化的活動は「和気藹々とし、とても温かく美しい」ことから、
発表会の名称を「藹美祭」と名付けられました。
　第1回開催となった平成24年度は午前の部をウォーキング、
午後の部をステージ発表とし、県内の11クラブが発表しました。

(4)クラブセミナー：上記(1)の研修会とは別にクラブセミナーを開催しています。

・対象者：クラブ運営に携わっている全ての方々
・開催回数：年1回
・テーマ：広報活動の仕方、会議の進め方などの実技研修

【直近3年間のクラブセミナー内容】
年度 テーマ

H23年度 効果的な広報 ～チラシ事例～

H24年度

H25年度

元気になる会議
～ホワイトボード・ミーティングのすすめ方～

プロジェクト・アドベンチャー研修（予定）

　セミナーを受講された方が、研修内容がクラブの運営にとても役立つことから、セミナー講師を改めてクラブに招
きスタッフの勉強会を開催されることもあります。

INDEXへ ▲



概要1

交流会事業について2
　本県連絡協議会では平成19年度より毎年11月の第2週日曜日に交
流会を開催しています。開催日時を固定化することで、各クラブの年
間行事に組み込んでいただくようになってきました。

○目的
　広島県内の総合型地域スポーツクラブの相互交流・情報交換を行う
ことを目的とし、交流会の開催を通じて、クラブ設立の意義と活動状
況について、広く県民へ普及する機会とする。

○参加状況
　平成25年度は加盟クラブ全35クラブ中17クラブ、総勢150名（小
学生～ 70歳代の方）の参加予定でしたが、当日雨天のため中止となり
ました。

○成果
　平成25年度から県内を3地区に分けて地区対抗での運動会を企画
し、各地区で選手選考会議を開催しました。地区別会議では選手選考
の会議後、近隣クラブ同士ならではの情報交換会になりました。これ
までは近隣クラブ間での連携が希薄でしたが、今年度の企画を通じて、
エリアでのネットワークの結びつきの第一歩になったと感じています。
　当日は天候不良により中止となりましたが、各クラブより開催できず
に残念だという声が多数届いたことも、良い方向に向かっている表れ
であると感じています。

総合型地域スポーツクラブ広島県連絡協議会
～エリアネットワークの充実に向けて～

〈連載〉 SC 全国ネットワーク 「都道府県連絡協議会」 活動報告VOL.15

■年会費(加盟費)・・・なし
■事　業・・・・・・・・・・・・①創設準備中団体への指導・助言

　※平成25年度については、創設準備中団体がないため実施していない。
②創設準備中団体の立ち上げを目指す団体が所在する市町体育協会への普及・啓発
　※平成25年度：3市町村(安芸太田町、北広島町、福山市)
③未育成市町村への普及・啓発研修会の開催
上記①～③については、クラブアドバイザーが行う。 ②については、普及・啓発研
修会開催時には県内先進クラブから講師を派遣。
④交流会の開催
⑤連絡協議会の開催

■加盟クラブ数・・・・・・ 35クラブ（県内35クラブ）　※平成25年度
■設立経緯・・・・・・・・・・ SC全国ネットワーク(総合型地域スポーツクラブ全国協議会)が2009年2月に設立

されたことを受け、同年7月に設立。
■目　的・・・・・・・・・・・・県内総合型クラブの定着・発展の促進にむけて、その円滑な運営に資する情報交換

や交流の活性化を図り、クラブの成長・発展を側面からサポート・支援する。

平成23年度の交流会風景



今後の展望3
　広島県連絡協議会は、県内を３エリアに区分けして、各エリア内の
クラブ間ネットワークを促進していきたいと考えています。そのために
クラブ単体での活動に加え、近隣クラブ同士が力を合わせ、相互交流
を重ねることによって、クラブがクラブを育てる土壌づくりをしていきた
いと考えています。

連絡先4
広島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
〒730-0011　広島市中区基町４番１号　県立総合体育館内
TEL：（082）221-4600
FAX：（082）222-8040

INDEXへ ▲



申込締切：12月27日まで

▶ 平成26年度子どもゆめ基金助成金募集案内（独立行政法人国立青少年教育振興機構）
［12月5日(木)締切　郵送の場合、当日消印有効　持ち込みの場合、当日午後5時45分まで］
http://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/taiken_boshu.html

▶ 「平成26年度社会貢献活動助成」事業（全日本社会貢献団体機構）
［12月27日(金)必着］
http://ajosc.org/subsidy/application.html

助成金情報

INDEXへ ▲

◆ クラブ運営お役立ちツール ◆

日本体育協会では、総合型クラブで活動される方を対象に、より充実したクラブ運営の一助となるよう2つのツー
ルを作成しています。

《クラブ運営の自己評価・点検ツール》
▶ 「自立・自律に向けたチェックリスト」

http://www.japan-sports.or.jp/publish/local/tabid/936/Default.aspx#02

《クラブ運営の広報活動ツール》
▶ 「クラブのらくらく広報」

http://www.japan-sports.or.jp/publish/local/tabid/936/Default.aspx#01

◆ 公認スポーツ指導者資格情報 ◆

◎公認クラブマネジャー・公認アシスタントマネジャー資格の取得をおススメします！

日本体育協会では、クラブ業務を合理的に行い、効果的な事業計画を企画・立案する上で必要となる一定以上の
専門的な知識・技能を身に付けた人材を充実させるため、「公認クラブマネジメント資格」講習会を実施しています。

公認クラブマネジメント資格には、クラブ運営を中心的に担う方を想定した「公認クラブマネジャー」と、クラブマネ
ジャーとともにクラブ運営を補佐する方を想定した「公認アシスタントマネジャー」の2つの資格があります。

ご自身のクラブの自立・自律に向けて、ぜひ本会公認クラブマネジメント資格を取得してみませんか。

詳しい資格内容や講習会情報についてはこちらから

▶ クラブマネジャー
http://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid/221/Default.aspx
※平成25年度の養成講習会については、すでに申込みを終了しています。なお、平成26年度の養成講習会に
ついては、平成26年4月頃に申込み受付を開始する予定です。

▶ アシスタントマネジャー
http://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid/220/Default.aspx
※養成講習会の日時・会場等については、各実施団体に直接ご確認ください。

お知らせ



◆ セミナー等情報 ◆

◎NPO法人クラブネッツセミナー「ドイツと日本におけるスポーツクラブの未来」

NPO法人クラブネッツでは、地域スポーツクラブ先進国であるドイツからスポーツクラブ関係者を招き、日本のス
ポーツクラブが目指すべき将来像について考えるセミナーを開催します。

スポーツを通した地域づくりや市民活動の活性化を目指す方はぜひご参加ください。

日　　時：平成26年3月15日(土)10:20～16:40　※17:00～19:00　懇親会
場　　所：日本大学文理学部　百周年記念館　国際会議場
参 加 費：6,000円
懇親会費：3,000円
申込締切：平成26年2月28日(金)

▶ 申込みなど詳細はこちらから
http://www.clubnetz.or.jp/?p=1611

◎日本体育・スポーツ経営学会研究集会

日本体育・スポーツ経営学会では「子どもとスポーツ」や「総合型クラブ」をテーマに研究集会を開催します。

スポーツを経営的な視点で捉え、子育て環境づくりや良いクラブの条件などについて考える機会となりますので、
興味のある方はぜひご参加ください。

○第46回研究集会　「『子どもが育つ環境づくり』」を考える」
日　　時：平成25年12月21日(土)13:00～17:00
場　　所：大阪教育大学附属高等学校平野校舎
定　　員：150名
参 加 費：正会員 1,500円、学生会員 1,000円、一般(社会人) 2,000円、一般(学生) 1,500円

○第47回研究集会　「地域スポーツクラブの成長モデルと評価指標を考える」
日　　時：平成26年1月25日(土)13：00～17：30
会　　場：筑波大学東京キャンパス文教校舎134教室
定　　員：200名 
参 加 費：一般会員 2,000円、学生会員 1,000円、非会員社会人 3,000円、非会員学生 2,000円

▶ 申込みなど詳細はこちらから
http://www.jsmpes.jp/

◎生涯スポーツ・体力つくり全国会議2014

本会議は、生涯スポーツ関係団体の各界各層の人々が一堂に会し、地域におけるスポーツ推進の現状及び課題に
ついて、研究協議や意見交換を行い、相互理解を深め、関係者間の協調・協力体制の強化と生涯スポーツ社会
の実現に向けた機運の醸成を目的とし、開催されます。

全体テーマ：「次世代に繋ぐ新たなスポーツ環境の創出に向けて」 ～私たちは未来からスポーツを託されている～

主　　催：文部科学省／生涯スポーツ・体力つくり全国会議実行委員会
日　　時：平成26年2月7日(金) 10:00～
会　　場：ホテルかめ福（全体会・第1・2分科会・情報交換会・展示）

ホテルニュータナカ（第3・4分科会）
西の雅　常盤（第5・6分科会）



参 加 費：2,000円　※情報交換会への参加を希望する場合は、別途5,000円
申込締切：12月20日（金）当日必着

▶ 開催要項、参加申込方法などの詳細はこちらから
http://www.japan-sports.or.jp/event/tabid/200/Default.aspx

◎総合型地域スポーツクラブ交流大会in徳島

徳島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会では、総合型クラブ間の交流を目的にソフトバレーボール大会を開催
します。

全国の総合型クラブが対象となっており、交流パーティー等もありますので、総合型クラブ間のネットーワーク構築
のためにぜひご参加ください。

日　時：平成26年3月1日（土）　①クラブのプログラム体験  ②ソフトバレーボール交流練習会  ③交流パーティー
　　　　平成26年3月2日（日）　ソフトバレーボール交流大会
場　所：徳島県鳴門市・徳島市　他
参加費：交流パーティー 6,000円/1人　交流大会 3,000円/1チーム、（個人参加の場合1,000円/1人）

※参加をご希望の方は、所属都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会事務局へお問合せください。

◆ 報告書等情報 ◆

◎「スポーツ指導者育成事業推進プラン2013」を公表!!

日本体育協会では、スポーツ指導者育成事業の今後概ね5年間の方針を示した「スポーツ指導者育成事業推進プ
ラン2013」を公表しました。

これは本会が目指す「スポーツ立国の実現」のため、スポーツ指導者のさらなる量的拡大と質的向上を目的とするも
のです。本プランでは有資格指導者の拡充など4つの基本方針とそれに基づく重点施策を策定し、施策ごとに数
値目標を設定しました。

本会では今後、プランに示された目標の達成を通して、望ましい社会の実現に貢献するため各種施策を推進してい
きます。

本プランの内容については、本会HP上に公開中ですので、ぜひご覧ください。

▶ 「スポーツ指導者育成事業推進プラン2013 ー『スポーツ立国の実現』に向けてー」（全文）
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/katsudousuishin/doc/plan01.pdf

▶ 本会が現在実施しているスポーツ指導者育成事業について
http://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid/63/Default.aspx

◎「スポーツ指導者のための倫理ガイドライン」を策定！

スポーツの意義や価値が改めて問われている昨今、日本体育協会では、スポーツ指導者の望ましい考え方や行動
についてガイドラインを策定しました。

本ガイドラインでは「スポーツの価値」「プレーヤーズファースト」「フェアプレー」の視点から、安全で、正しく、楽し
いスポーツ活動をサポートするためのプレーヤーと指導者の望ましい関係づくりについて解説しています。

また、暴力やハラスメントなどの反倫理的行為が起きる背景や影響、指導者としての注意点なども網羅しています。



総合型クラブの現場で活動されているスポーツ指導者をはじめ、運営スタッフやクラブ会員の保護者などスポーツに
関わる皆さまに読んでいただき、本ガイドラインの趣旨を共有することで、スポーツ界から反倫理的行為を根絶する
ための一助となれば幸いです。

▶ 「スポーツ指導者のための倫理ガイドライン」
http://www.japan-sports.or.jp/publish/tabid/677/Default.aspx#book06

◎スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書について

文部科学省では、スポーツ指導において暴力を行使する事案が明らかになったことを受け、「スポーツ指導者の資質
能力向上のための有識者会議(タスクフォース)」を設置し「新しい時代にふさわしいスポーツの指導法」のあり方に
ついて検討を行ってきました。
このたび、本タスクフォースの報告書がまとまり、公表されました。

我が国のスポーツ指導の場から今後、暴力が一掃されるよう、皆さまのご協力をお願いします。

▶ スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/sports/017/toushin/1337250.htm

◆ 「フェアプレイ」キャンペーン情報 ◆

◎<30,000名達成！>フェアプレイ宣言者が30,000名を超えました！

日本体育協会では、社会におけるスポーツの価値をより高めていくこと、スポーツ界を中心に「フェアプレイ」を社
会全体に浸透させ、日本を元気にしていくことを目的に「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーンを実施中です。

多くの総合型クラブ関係者の方々にもフェアプレイ宣言していただき、フェアプレイ宣言者が30,000名を超えま
した！

これからも「フェアプレイ」を広げるためにキャンペーン活動を続けてまいりますので、皆さんのご協力をお願いします！

また、本キャンペーンの公式Facebookも公開中です。
Facebookをご利用の方は、ぜひ本Facebookページにアクセスいただき、「いいね！」や「シェア」を押していただ
くなど、本キャンペーンのPRにご協力をお願いします。

▶ 「フェアプレイ日本を元気に」キャンペーン公式Facebook
https://www.facebook.com/JASA.fairplay

▶ フェアプレイ宣言など、詳しくはこちらから
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/fair/

●公式メールマガジンへの登録をおススメください！

公式メールマガジンをご愛読いただき、ありがとうございます。
おかげさまで、現在約4,900の登録をいただいております。

このメールマガジンは、総合型クラブに少しでも関心のある方には、どなたでも無料でお送りしています。
ぜひ周りの方にも本メールマガジンをおススメください！

【登録方法】
1)日本体育協会HPのトップページの中央にある「総合型地域スポーツクラブ」をクリック
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2)下段の「メールマガジン」をクリック
3)登録・退会」をクリック
4)「登録する」をクリック
5)登録フォームに、お持ちのメールアドレスを入力（2回）
6)登録確認画面へ（完了）

▶ メールマガジンの登録（無料）・配信停止（退会）
　 http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/516/Default.aspx

※メールアドレスを変更される場合は、上記ページで一度退会手続きをした後、再度登録手続きを行ってください。




